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効率性

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
なし

-樹勢回復作業 -

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
-

桜の再生等の取り組みにより、桜の名所としての隅田公園を維持することで、区民及び来街者に憩いの場を提供するととも
に、にぎわい・誘客に寄与する公園づくりを行う。

3,931

-

-

隅田公園のサクラ樹勢診断・保全計画検討委託
全部委託

隅田公園の桜の樹勢診断を行い、それをもとに桜の再生に向けた保全計画を策定する。計画に従い、生育環境の改善や樹
勢の回復などの取り組みを行う。
【２８年度における主な実施内容】
・隅田公園サクラ樹勢診断　　・保全計画策定

補助金の有無

-

- - -

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民等

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅱ-１．個性を活かしたまちづくりの推進

 [施　　策]

２７年度 ２８年度(単位)
（３０年度）

２６年度

事業区分

道路・公園等管理

平成２９年度　事務事業評価シート

（２）快適で利用しやすいまちづくり

東京都台東区立公園条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 隅田公園サクラ再生

　

公園課

行政計画 事業NO. 79 計画事業名
事業の開始・終了年度

緑と水辺を活かす隅田公園づくり

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①快適な都市空間と良好な都市景観の創出

条例・規則

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

区民及び来街者に親しまれる隅田公園の桜について、再生に向けた保全計画を前倒しでまと
めることができた。今後は、保全計画に基づき、桜の生育環境の改善や樹勢の回復する取り
組みなどを実施していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

隅田公園の桜、特にソメイヨシノはその多くが現在成長が旺盛な時期を過ぎ、衰退期に入ってきている。桜の
名所としての隅田公園を維持するため、桜の樹勢回復に向けた取り組みが必要である。

維持

評
価
結
果

スケジュールを前倒しし、28年度中に樹勢診断と保全計画の策定を行った。

4 桜の保全・再生に向けて、基礎的な調査を踏まえた上で、桜の管理方法や立地状況ごとの保全計画を取りま
とめており、手段として適切である。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

-

-

-

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

-

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） -

今後の方向性

11,065

11,065

0

-

-

-

200 -

0

3,931

0

7,134

-

目的達成度

桜について国内有数の実績がある組織に委託したことで、桜の樹勢診断を効率的に、的確に行うことができ
た。また、桜の特性や隅田公園の地域性に合った保全計画を取りまとめることができた。

事
務
事
業
の
実
績

-

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

実施

実施（Cゾーン） -

-

環境改善工事、ｻｸﾗ景観向上工事

-

種　別 指標の名称

本

　決算額　　(単位：千円) -

-

-

成果指標
樹勢回復作業実施本数（延べ）

-　人にかかるコスト（人件費など）


